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笠間市立小中学校の児童生徒数の推移と将来推計
　

笠
間
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
持
つ
多
様
な
能
力
と
優
れ
た
個
性
を
伸
ば
し
、
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
、
思
い
や
り
や
社

会
性
と
い
っ
た
豊
か
な
人
間
性
の
形
成
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
国
的
な
少
子
化
に
よ
っ
て
児
童
生
徒
数
が
減

少
し
、
笠
間
市
で
も
単
学
級
（
1
学
年
1
ク
ラ
ス
）
の
あ
る
学
校
が
全
体
の
半
分
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
育
環
境
に
応
じ
て
充
実
し
た
学
校
教
育
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
が
、
少
子
化
の
波
は
、
児
童
生
徒
の
集
団
活
動
と

い
う
観
点
か
ら
も
多
く
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
学
校
規
模
の
適
正
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
数
の
推
移

　

小
学
校
児
童
数
は
昭
和
57
年
、
中
学

校
生
徒
数
は
昭
和
61
年
に
そ
れ
ぞ
れ

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
が
、
平
成
21
年
に

は
、
小
学
生
4，
3
9
9
人
、
中
学
生
2，

3
0
1
人
と
、
小
中
学
校
と
も
ピ
ー
ク

時
の
約
6
割
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
42
年
当
初
21
校
あ
っ
た
小
学
校

は
、
統
廃
合
を
経
な
が
ら
、
昭
和
58
年

以
降
14
校
で
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
昭
和
42
年
に
8
校
あ
っ
た
中
学

校
は
、
左
図
の
よ
う
に
昭
和
62
年
以
降

7
校
で
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
数
の
推
移

　

学
校
基
本
調
査
に
よ
る
と
、
10
年
後

の
平
成
31
年
度
に
は
、
児
童
生
徒
数
が

現
在
よ
り
も
さ
ら
に
2
割
減
少
す
る
と

い
う
試
算
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
あ
く
ま
で
も
推
計
値
で
す
が
、
児

童
生
徒
数
は
今
後
も
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

学
校
規
模
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

地
域
的
な
特
性
へ
の
配
慮
、
児
童
生
徒

に
と
っ
て
望
ま
し
い
教
育
環
境
の
構
築

と
い
う
観
点
か
ら
、
保
護
者
や
地
域
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
意
見
を
幅
広

く
聴
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
笠
間
市
で
は
、
今
年
度
、

市
民
や
学
校
関
係
者
、
学
識
経
験
者
な

ど
で
組
織
す
る
検
討
委
員
会
等
を
設
置

し
、
笠
間
市
に
お
け
る
学
校
の
適
正
規

模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て
の
充
分
な
協

議
を
行
い
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
今
後
の

方
針
を
定
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
協
議
の
内
容
や
今
後
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
な
ど
を
通
じ

て
広
く
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

資
料
▼
茨
城
の
学
校
統
計

﹁
学
校
基
本
調
査
結
果
報
告
書
﹂

問
合
せ
先
▼
教
育
委
員
会
学
務
課
教
育

企
画
室
︵
内
線
7
2
2
1
5
︶

児
童
生
徒
数
の
将
来
推
計

【笠間市の学校数の推移】

【笠間市の児童生徒数の推移】

【笠間市の児童生徒数の将来推計】
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高
齢
者
の
悪
質
商
法
の
被
害
が
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、
振
り
込
め

詐
欺
へ
の
注
意
喚
起
も
含
め
て
、
9
月
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
と
し
て
茨
城
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
、
県
警
察
本
部
、
市
町
村
が
連
携
し
て
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
手
口
を
紹
介
し
ま
す
。

点
検
商
法

S
F
商
法
（
催
眠
商
法
）

架
空
請
求

問
合
せ

定
員

応
募
資
格

応
募
方
法

応
募
期
限

任
期

報
酬

申
込
み
・
問
合
せ
先

点検商法には、このようなものがあります 悪
質
商
法
・
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

『
そ
の
契
約
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か
？
』

『
そ
の
契
約
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か
？
』
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市
の
今
年
度
の
重
要
施
策
で
あ
る
農
業
に
つ

い
て
、
農
業
従
事
者
と
行
政
が
お
互
い
の
情
報

を
交
換
し
合
い
、
交
流
を
図
り
、
今
後
の
施
策

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
7
月
8
日
、
15
日
、
22

日
に
「
ク
ラ
フ
ト
農
業
懇
談
会
」
を
各
地
区
で

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、「
担
い
手
・
後
継

者
対
策
」、「
基
盤
整
備
」及
び「
耕
作
放
棄
対
策
・

そ
の
他
」
を
主
な
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
な

い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
農
業
従
事
者
を
対
象
と
し
た
「
ク
ラ
フ
ト
農
業
懇
談
会
」
と
中
学
3
年
生
を
対
象
と
し

た
「
サ
マ
ー
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
7
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
開
催
内
容
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
笠
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

担
い
手
・
後
継
者
対
策
に
つ
い
て

地
力
維
持
増
進
の
た
め
の
土
づ
く
り
に
つ
い
て

転
作
の
取
組
み
に
つ
い
て

ク
ラ
フ
ト
農
業
懇
談
会
（
農
業
従
事
者
対
象
）

ク
ラ
フ
ト
農
業
懇
談
会
（
農
業
従
事
者
対
象
）

ク
ラ
フ
ト
農
業
懇
談
会
（
農
業
従
事
者
対
象
）

平
成
21
年
度　

市
政
懇
談
会
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〜
市
長
と
語
ろ
う
未
来
の
笠
間
〜

　

７
月
22
日
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
中
学
３
年

生
と
の
懇
談
会
「
サ
マ
ー
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
市
内
７
校
の
中
学
３
年
生

全
員
に「
笠
間
市
の
未
来
に
望
む
こ
と
」を
テ
ー

マ
に
作
文
を
書
い
て
も
ら
い
、
各
校
の
代
表
４

人
計
28
人
が
参
加
し
、
身
近
な
問
題
か
ら
笠
間

の
未
来
に
関
す
る
こ
と
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
提
言
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
テ
ー
マ
〔
観
光
・
産
業
〕

◆
テ
ー
マ
〔
環
境
〕

◆
テ
ー
マ
〔
安
心
・
安
全
〕

◆
テ
ー
マ
〔
生
活
〕

や
ぶ
さ
め

サ
マ
ー
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
中
学
３
年
生
対
象
）

サ
マ
ー
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
中
学
３
年
生
対
象
）

サ
マ
ー
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
中
学
３
年
生
対
象
）
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　Dan ku wel（ダンクー ウェル）

　Goede middag（グッーデ ミダハ）

平成 21年　広報かさま 9月号 10



October
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Life Long Learning
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果
樹
産
地
強
化
支
援
事
業
（
栗

苗
改
植
事
業
）
に
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
計
画
的
な
品
種
更
新

を
推
進
し
、
栗
の
品
質
向
上
に
よ

る
生
産
振
興
を
図
る
た
め
、
栗
の

苗
木
購
入
費
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
▼
笠
間
市
に
住
所
を
有
す

る
農
業
者
、
所
在
す
る
生
産
者
組

織
（
3
戸
以
上
の
生
産
者
で
組
織

す
る
任
意
組
織
を
含
む
）

要
件
▼
次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

・
20
㌃
以
上
の
栗
栽
培
面
積
を
見

込
め
る
方

・
指
定
品
種
（
丹た

ん

沢ざ
わ

、
利り

平へ
い

、
筑つ
く

波ば

、
石い

し

鎚づ
ち

、
銀ぎ

ん

寄よ
せ

、
岸が

ん

根ね

、
ポ

ロ
タ
ン
）
20
本
以
上
の
改
植
を

行
う
方

・
前
年
度
に
お
け
る
米
の
生
産
数

量
目
標
を
1
0
0
％
達
成
し
て

い
る
方

・
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

・
類
似
の
補
助
事
業
を
同
一
年
度

に
受
け
て
い
な
い
こ
と

補
助
率
▼
栗
の
苗
木
1
本
当
た
り

1
5
0
円

・

農
政
課
（
内
線
5
2
6
）、

農
政
課
笠
間
分
室
（
内
線
7
2
1

3
3
）、
農
政
課
岩
間
分
室
（
内

線
7
3
1
5
2
）

下
水
道
へ
の
加
入
の
お
願
い

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
普
及

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
10
月
を
普
及
促
進
月
間

と
し
、
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ

た
地
区
の
未
接
続
者
宅
を
職
員
が

訪
問
し
ま
す
。
特
に
、
岩
間
駅
西

側
、
新
池
流
域
を
重
点
地
区
と
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
に
上
が
り
ま
す
。
新

池
は
、
上
流
に
公
共
下
水
道
が
整

備
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水

質
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。
道
路
側

溝
へ
排
水
し
て
い
る
方
は
公
共
下

水
道
へ
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
き
れ
い
な
環
境

を
蘇
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
課
（
内
線
7
0
1
3
0
）

　

笠
間
の
特
産
で
あ
る
「
栗
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
か
さ
ま
新
栗
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

栗
の
試
食
・
販
売
、
お
菓
子
の

販
売
、
栗
で
ゲ
ー
ム
な
ど
が
催
さ

れ
家
族
連
れ
で
も
楽
し
め
る
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来

場
い
た
だ
き
、
旬
の
栗
を
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
▼
10
月
3
日
㊏
〜
4
日

㊐
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
ま
で

（
4
日
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

開
催
場
所
▼
市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま

主
催
▼
「
笠
間
の
栗
」
を
考
え
る
会

内
容
▼
栗
ス
イ
ー
ツ
と
陶
器
の
展

示
・
販
売
、
栗
を
素
材
に
し
た
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
フ
ェ
ア
、
栗
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
、
栗
の
販
売
・
試
食
会
、

茶
席
、
栗
の
コ
ン
テ
ス
ト

か
さ
ま
新
栗
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
農
政
課
・
内
線

5
2
5
） 

　

第
60
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操

法
競
技
大
会
県
央
地
区
大
会
が
県

立
消
防
学
校
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

消
防
ポ
ン
プ
操
法
と
は
、
地
域

の
消
防
団
員
が
、
火
災
発
生
時

に
お
け
る
消
火
活
動
を
行
う
に
あ

た
っ
て
必
要
な
心
、
技
、
体
の
基

本
を
養
う
も
の
で
す
。
こ
の
競
技

大
会
は
毎
年
行
わ
れ
、
技
術
の
向

上
や
士
気
の
高
揚
に
大
き
な
成
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

本
市
か
ら
は
4
個
分
団
が
出
場

し
ま
す
。
分
団
で
は
訓
練
を
5
月

か
ら
開
始
し
、
現
在
週
3
回
程
度

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
は
見
学
自
由
で
す
。
気
軽

に
ご
来
場
の
上
、
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。　
　

日
時
▼
9
月
26
日
㊏　

開
会
式　

午
前
9
時
か
ら
（
小
雨
決
行
）

場
所
▼
茨
城
県
立
消
防
学
校
（
茨

城
町
）

市
か
ら
の
出
場
チ
ー
ム
／

●
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
…
笠
間
支

団　

第
11
分
団
、
友
部
支
団　

第
14
分
団
、
岩
間
支
団　

第
7

分
団

●
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
…
笠
間

支
団　

第
12
分
団

笠
間
市
消
防
本
部
総
務
課

℡
0
2
9
6
（
7
3
）
0
1
1
9

　

全
国
か
ら
集
ま
る
高
校
生
の
真

剣
勝
負
を
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。
入

場
料
は
無
料
で
す
。

日
時
▼
10
月
25
日
㊐

　

開
会
式
／
午
前
10
時
00
分
〜

　

競
技
開
始
／
午
前
10
時
30
分
〜

場
所
▼
笠
間
市
民
体
育
館

全
国
高
等
学
校
ア
ー
ム
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
大
会
実
行
委
員
会
事

務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
・
内
線

7
2
2
2
2
）

秋
の
特
設
行
政
相
談
を
開
催

　

秋
の
行
政
相
談
週
間
に
合
わ
せ
、

秋
の
特
設
行
政
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、困
っ

て
い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
厳
守
で
す
。

日
時
▼
10
月
19
日
㊊　

午
前
10
時

〜
正
午

場
所
▼
岩
間
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室

相
談
員
▼
行
政
相
談
委
員
3
名

※
定
例
行
政
相
談
（
毎
月
第
4
水

曜
日
、
午
後
2
〜
4
時
、
友
部
公

民
館
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

秘
書
課
（
内
線
2
2
6
）

果
樹
管
理
モ
デ
ル
事
業
（
低
樹
高

栽
培
普
及
事
業
）
参
加
者
を
募
集

　

女
性
や
高
齢
者
で
も
栽
培
管
理

が
し
や
す
い
軽
作
業
化
と
、
収
量

や
品
質
の
更
な
る
向
上
を
図
る
た

め
、事
業
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
果
樹
▼
栗

要
件
▼
次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

・
笠
間
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
20
㌃
以
上
の
栗
栽
培
面
積
を
有

す
る
方

・
前
年
度
に
お
け
る
米
の
生
産
数

量
目
標
を
1
0
0
％
達
成
し
て

い
る
方

・
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

・
他
の
助
成
に
よ
り
実
施
ま
た
は

既
に
完
了
し
て
い
な
い
こ
と

費
用
負
担
▼
無
償
（
た
だ
し
、
せ

ん
定
枝
の
処
分
経
費
は
事
業
参
加

者
が
負
担
す
る
）

実
施
期
間
▼
本
年
度
か
ら
平
成
23

年
度
ま
で

そ
の
他
▼
事
業
実
施
に
よ
る
樹
勢

衰
退
、
収
量
低
下
が
あ
っ
た
場
合

で
も
、
損
害
賠
償
等
に
よ
る
補
償

に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

・

農
政
課
（
内
線
5
2
6
）、

農
政
課
笠
間
分
室
（
内
線
7
2
1

3
3
）、
農
政
課
岩
間
分
室
（
内

線
7
3
1
5
2
）

第
3
回
「
か
さ
ま
新
栗
ま
つ
り
」

を
開
催

第
60
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法

競
技
大
会
県
央
地
区
大
会

第
8
回
全
国
高
等
学
校
ア
ー
ム
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
を
開
催
！
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「
な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
0
9
」　　
　
　
（
那
珂
市
）

　

晩
秋
に
咲
く
満
開
の
ひ
ま
わ
り

畑
は
一
見
の
価
値
あ
り
で
す
。

日
時
▼
10
月
31
日
㊏
午
前
10
時
か

ら
午
後
6
時
30
分
ま
で

会
場
▼
イ
ベ
ン
ト
／
那
珂
総
合
公

園
、
ひ
ま
わ
り
畑
／
那
珂
総
合
公

園
周
辺

内
容
▼
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
郷
土
芸
能
発

表
、
文
化
協
会
発
表
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
遊
覧
、
花
火
大
会
等

那
珂
市
役
所
産
業
部
商
工
観
光

課
内
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
事
務
局

℡
0
2
9
（
2
9
8
）
1
1
1
1

（
内
線
2
4
5
）

ひ
た
ち
な
か
市
産
業
交
流
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　

 

（
ひ
た
ち
な
か
市
）

　

水
産
業
、
農
業
、
商
工
業
の
出

展
を
一
堂
に
集
め
た
ひ
た
ち
な
か

市
の
産
業
ま
つ
り
で
す
。

日
時
▼
11
月
7
日
㊏
・
8
日
㊐

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分　

雨

天
決
行

場
所
▼
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運
動

公
園
（
ひ
た
ち
な
か
市
新
光
町
）

※
会
場
周
辺
に
駐
車
料
金
無
料
の

臨
時
駐
車
場
を
設
置
し
ま
す
。

主
催
▼
ひ
た
ち
な
か
市
産
業
交
流

フ
ェ
ア
推
進
協
議
会

ひ
た
ち
な
か
市
経
済
部
商
工
振

興
課

℡
0
2
9
（
2
7
3
）
0
1
1
1

（
内
線
1
3
4
2
）

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
2
0
0
9

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
後
期
試
合
日
程

（
水
戸
市
）

　

皆
さ
ん
の
声
援
が
、
選
手
た
ち

に
と
っ
て
何
よ
り
の
力
に
な
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
会
場
で
応
援
し

て
く
だ
さ
い
。

後
期
試
合
日
程
▼
9
月
13
・
23
日
、

10
月
3
・
21
日
、
11
月
8
・
22
日
、

12
月
5
日

試
合
会
場
▼
笠
松
運
動
公
園
（
那

珂
市
向
山
）
ま
た
は
、
水
戸
市
陸

上
競
技
場
（
水
戸
市
小
吹
町
）

※
開
催
時
間
、
会
場
、
料
金
な
ど

詳
し
く
は
、
次
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

㈱
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
水
戸

ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

℡
0
2
9
（
2
2
5
）
1
9
3
6

行政書士「無料」相談会
日　時　10月10日㊏
　　　　午前10時～午後4時

場　所　友部公民館1階相談室
内　容　 事業経営に必要な許認可の

申請など

相談員　茨城県行政書士会会員

茨城県行政書士会
　　℡029（305）3731

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告
（7月28日）

【搬入車両対策】
　搬入車両について市内4か所で監視活動（市内通過禁止区域
の現地確認等）を行い、各班からその結果報告を受けた。
　・1班「エコフロンティアかさま」入口
　・2班「才木交差点」角
　・3班　逆川「芸術の森公園」入口
　・4班　施設内（管理棟前）
【監視活動結果】
① 「エコフロンティアかさま」入場に当たって、周辺道路上で
の待機車両はなかった。搬入車両の分散化や走行速度も守ら
れており、特に問題はなかった。また、埋立地に搬入した車
両の車体及びタイヤ洗浄についても、ともに実施しているこ
とを確認した。
②  1台の産廃搬入車両に搬入業者に義務づけているステッカー
標示がなかった。すべての搬入車両にステッカー標示を徹底
させるよう事業団に指示した。

③ 市内通過禁止区域を通行した搬入車両はなく、疑わしき車両
の通行もなかった。

【次回の監視活動】
　廃棄物の受入
　・溶融処理対象物・直接埋立物・含有金属等の判定。
　　①搬入される廃棄物が受入基準に適合していること。
　　② 搬入される廃棄物が含有金属等の判定基準に適合してい

ること。

9月11～20日／福祉作文稲田小5
年長本夏奈「ささえあう心の輪」
9月21～30日／笠間の民話
「美濃殿谷原の小島美濃守」
10月1～10日／中央友部だより
から「たけのこ・地域との交流
―そば打ちとクリスマス会」

9 月の納税

■国民健康保険税（4
期）

納付期限
　　9月30日（水）
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第８回茨城県社会人選手権大会
　一般の部　準優勝　country（カントリー）

※「広報かさま」の表紙写真（テーマは農業）を募集しています。住所、氏名、電話番号、写真の題名・撮影年月日・
撮影場所を明記の上、上記までお申込みください。〔11月号用応募締切：10月9日（金）〕

このコーナーでは、皆さんのお気に入りの作品を紹介しています。絵画・書道・俳句・短歌・写真（風景・

人物・ペットなど）などの作品をご応募ください。応募の際は、必ず、住所・氏名（ペンネームの場合、

本名も併記）・作品名を記入し、お送りください。掲載させていただいた方には、薄謝を進呈します。

申込み・問合せ

秘書課広報広聴グループ（内線 225）

広報ギャラリー

第８回茨城県社会人選手権大会
中学生の部　第３位　中央病院前将丸

「今年も豊作」渡部 仁（旭町）

「見事に育ったケイトウ」石川すみ子（南小泉）

写 真

食生活改善推進員が紹介する

　里芋・栗・シメジなどを入れて煮込んだ「おかず」
にもなるシチューです。

栄養素量（１人分）
エネルギー…348kcal　
たんぱく質…16.2g　脂質…14.9g　塩分…1.4g

秋野菜たっぷりのクリームシチュー

本年度のテーマ：野菜を主とした料理
材料（４人分）

作り方

①里芋は皮をむいて一口大に切る。栗は皮と渋皮をとる。
その他の野菜は食べやすい大きさに切っておく。
②ブロッコリーは茹でて、冷ましておく。
③厚手の鍋にサラダ油を熱し、ブロッコリーとキャベツ
を除いた肉・野菜を焦がさないように炒める。
④水を加え沸騰したらアクをすくい、材料がやわらかく
なるまで約15分位煮込む。材料がやわらかくなったら
キャベツを入れ、ひと煮立ちしたら火を止めルウを割
り入れる。
⑤再び弱火でルウが溶けるまで煮込む。最後に牛乳を加
え１～２分静かにかき混ぜる。
⑥火を止めてから茹でておいたブロッコリーを飾る。

里芋･･･150ｇ、栗･･･12粒、シメジ･･･1株、
ブロコッリー･･･1/2個、キャベツ･･･2枚、
ニンジン･･･1/2本、玉ネギ･･･中1個、とりもも肉･･･200ｇ、
牛乳･･･120㏄、サラダ油･･･大さじ1、水･･･500㏄、
クリームシチュールウ･･･80ｇ
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 再生紙を使用しています。

人口と世帯数
●人　口 79,904 人 （ ）
　　　男 39,149 人 （ ）
　　　女 40,755 人 （ ）
●世帯数 28,035世帯（ 世帯）

（前月比）

－ 2人
－ 3人
＋ 1人
＋ 4

（常住人口 8.1 現在）

問合せ：子ども福祉課（内線164）

かさま ぽけっと

6
子育て支援のページ

『赤ちゃん訪問（全戸訪問事業）』をご存知ですか？

　「赤ちゃん訪問」とは、生後４か月までの乳児のいるすべての

家庭を保健師等が訪問し各相談を行う子育て支援事業です。

◆ 対 象 者　 生後４か月までの乳児のいる家庭

◆ 訪 問 者　 保健師及び担当職員

◆ 事業内容　 生後２か月前後の乳児のいる家庭を対象に

 保健師が訪問し次の支援を行います。

① 育児に関する不安や悩みの相談

② 子育て支援に関する情報提供

③ 乳児の身体計測及び予防接種の受け方

　 の保健指導等

※ 訪問前に保健センター担当職員から

　 電話連絡があります。

　今年４月に市立病院に赴任された白土（しらど）医師に

お話を伺いました。

①医師をめざそうとしたきっかけは？
　人とのコミュニケーションが好きなことを生かして、

人に役立つ仕事に就きたいと思っていたことや、中国に

住んでいた頃、病院にかかれない子どもがいることを

知り、この道に進もうと思いました。平成 14 年に赴任

した県立中央病院が医師としてのスタートとなりました。

②先生のご専門は？
　消化器内科といって、胃カメラなどを使ってお腹の

中の病気を治療することが専門ですが、総合医療をめ

ざしているので、専門外でも患者さんの症状などをよ

く聞いて、適切なアドバイスをしています。専門的な

治療が必要である場合は、専門医を紹介しています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　市立病院に赴任して 6 か月。「夜間や休日にも診察する

ことがあります。家庭と仕事の両立は難しいですが、患

者さんの回復する姿や笑顔、夫の理解に支えられて、日々、

患者さんと向き合っています」と話してくれました。

笠間市立病院内科医 白土 綾佳 さん（中央）

「患者さんの話をよく聞くように心がけています」と話す白土医師

　「赤ちゃん訪問」に関するお問い合わ

せは、お住まいの地域の保健センターに

お願いします。

● 友部保健センター

　　0296-77-9145

● 笠間保健センター

　　0296-72-7711

● 岩間保健センター

　　0299-45-7888

笠間の輝く女性たち
市内には各分野で女性としての先駆者となって活躍している方が
います。このコーナーでは、そんな新天地を切り開き、輝きを放
つ笠間の女性を紹介し、男女共同参画社会の実現を目指します。

インタビュー

問合せ：男女共同参画推進室（内線224）

　市立病院は、昭和 34 年、友部町国保病院として開

業しました。現在は常勤医師 2 名、非常勤医師 1 名で

内科、外科、皮膚科の診療を行っています。

　市立病院は、市民のための病院として地域医療の重

要な役割を担っており、高齢者の方が安心してかかれ

る病院をめざして、在宅医療に重点を置き、訪問診療

も積極的に行っています。

http://www.city.kasama.lg.jp/kosodate/index.htmlかさまぽけっとアドレス

6
地域に密着した医療をめざして
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